
千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

① 人 人

② % %

事業概要

《目的》《目的》《目的》《目的》
歩行者天国の開催を通して中心部に新たな魅力を創出し、中心市街地の回遊性向上や来街者

のまちなか滞留時間の延長を図ることにより、中心市街地の活性化につなげ、ひいては、本市はも
とより県内全域の経済活性化を目指す。

《活動内容》《活動内容》《活動内容》《活動内容》
歩行者天国の実施主体である大分市中央通り歩行者天国推進委員会に対して、開催補助金を

交付することにより、円滑な事業実施を図る。当該委員会は、学識経験者のほか、商店街、公共交
通機関、経済団体、報道機関、行政の各関係者から構成されており、歩行者天国の実施に当たり、
イベント内容の企画や関係機関との調整、市内外に向けた情報発信等を行う。なお、歩行者天国
の効果等を検証するための歩行者通行量調査は市が実施する。

平成30年度は、4月22日（日）午後1時～4時、9月22日（土）午後1時～4時、11月3日（土）午後1時
～4時の3回実施。

①歩行者天国実施事業①歩行者天国実施事業①歩行者天国実施事業①歩行者天国実施事業

担当部局（所管課） 商工労働観光部（商工労政課） 事業開始年度 平成28年度

12,073 23,952

財
源
内
訳

　地方創生交付金 14,577 12,073

　県 支 出 金

　一 般 財 源 14,578

事　業　費
平成30年度 予算額 平成30年度 決算額 令和元年度 予算額

29,155 24,146 23,95229,155 24,146 23,95229,155 24,146 23,95229,155 24,146 23,952

歩行者天国イベントへの来場者数歩行者天国イベントへの来場者数歩行者天国イベントへの来場者数歩行者天国イベントへの来場者数 25,000 29,33325,000 29,33325,000 29,33325,000 29,333 達成達成達成達成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重 要 業 績 評 価 指 標    （ＫＰＩ = Kｅｙ Ｐerｆｏｒｍａｎｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔoｒ）

指　標　名 目標値（平成30年度） 実績値（平成30年度） 達成状況

まちなかに３時間以上滞留する人の割合まちなかに３時間以上滞留する人の割合まちなかに３時間以上滞留する人の割合まちなかに３時間以上滞留する人の割合 40.040.040.040.0 57.757.757.757.7 達成達成達成達成

③ % %

40.040.040.040.0 57.757.757.757.7 達成達成達成達成

中心市街地の空き店舗率中心市街地の空き店舗率中心市街地の空き店舗率中心市街地の空き店舗率 5.3 9.85.3 9.85.3 9.85.3 9.8 未達成未達成未達成未達成

内　部　評　価内　部　評　価内　部　評　価内　部　評　価

事業効果 Ａ ： 高い　   Ｂ ： やや高い　   Ｃ ： ふつう 　  Ｄ ： やや低い　   Ｅ：低い

外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見

評価理由

平成30年度は、すべてのイベントで晴天に恵まれたことや国民文化祭・障害者芸術・文化祭、スポー
ツ・オブ・ハート等との同時開催による相乗効果もあり、指標①の目標に掲げた来場者を上回る結果と
なった。指標②については、すべてが本事業による効果ではないが、目標値を上回る結果となり、中心
市街地の魅力アップにつながっているものと考える。一方、指標③については、前年度実績の11.8％か
ら2.0ポイント減少するなど一定の成果はあったものの目標は達成できなかった。空き店舗率の減少に
向け、他の中心市街地活性化施策も実施するなど継続的な取組が求められる。

また、歩行者天国の開催に合わせて複数の商店街において、食や音楽などの独自イベントが開催さ
れており、それぞれの商店街が人を呼び込み、売上を向上させるための自助努力を行う気運も高まって
いることから、一定の成果があったものと考える。

今後の
方向性

（考え方）

令和元年6月・10月の開催を含め、これまで10回の実施により、中心市街地の新たな魅力として定着し
つつあるが、現状では、その効果が未だ短期的であり、また、中心市街地の範囲に留まっていると考え
られることから、長期的な視点での商店街の魅力向上や空き店舗の解消、さらには、地域経済の活性
化につなげていく必要がある。
今後、本事業を維持させていくためには、他のイベントとの同時開催、県内市町村による連携ブースの
拡充といった内容の充実や、9月に完成した「祝祭の広場」の有効活用をはじめとした実施手法の改善、
さらには、商店街や個店それぞれのより一層の自助努力を促していく必要がある。
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千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

① 人 人

② 回 回移住体験（見学）アートツアーの開催移住体験（見学）アートツアーの開催移住体験（見学）アートツアーの開催移住体験（見学）アートツアーの開催 2222 1111 未達成未達成未達成未達成

アーティスト移住者数アーティスト移住者数アーティスト移住者数アーティスト移住者数 1 01 01 01 0 未達成未達成未達成未達成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重 要 業 績 評 価 指 標    （ＫＰＩ = Kｅｙ Ｐerｆｏｒｍａｎｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔoｒ）

指　標　名 目標値（平成30年度） 実績値（平成30年度） 達成状況

事　業　費
平成30年度 予算額 平成30年度 決算額 令和元年度 予算額

10,481 4,114 8,46010,481 4,114 8,46010,481 4,114 8,46010,481 4,114 8,460

2,281 4,230

財
源
内
訳

　地方創生交付金 5,240 1,833 4,230

　県 支 出 金

　一 般 財 源 5,241

事業概要

《目的》《目的》《目的》《目的》
人口減少や少子高齢化が進む佐賀関、野津原、大南地区の周辺地域にアーティストを呼び込

み、アートイベントや制作活動を通して文化芸術の振興を図るとともに、地域住民との交流を促進す
ることで地域の活性化につなげる。

《活動内容》《活動内容》《活動内容》《活動内容》
本事業の柱として、佐賀関地区の学校跡地（旧大志生木小学校）の一部をアトリエとして活用し、

地域とアーティストが連携したアートイベントを各地区で開催することで地域の活性化につなげる。
また、移住・定住を促進するため、アーティストに特化した移住ガイドブックを配布するほか、大分

都市広域圏の連携事業として移住見学ツアーを開催することで、地方への潜在的な移住希望者の
掘り起こしを図る。

②アートレジオン推進事業②アートレジオン推進事業②アートレジオン推進事業②アートレジオン推進事業

担当部局（所管課） 企画部（文化国際課） 事業開始年度 平成29年度

③ 回 回

外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見

評価理由

指標①については、旧大志生木小学校のアトリエ利用者から30年度に移住意向があったものの、居
住先との調整により本年8月の移住となったため未達成となった。しかし、アーティスト移住ガイドブックを
活用した情報発信やアトリエの環境整備等を行った結果、現在6組のアーティストがアトリエ利用をして
おり、今後さらなる移住・定住者の増加が期待される。

指標②については、国民文化祭の影響により年１回の実施となったが個別の見学受入れも行っている
点は評価できる。大分都市広域圏の連携事業として実施したバスツアーでは、移住や空き家活用の各
担当部署と連携したプログラムを圏域内で実施するなど、ツアー内容の充実が伺える。

また、指標③については、佐賀関地区に加え、新たに大南地区でも、地域、アーティストが連携を図り
ながら実施し、市内外から多くの方が訪れるなど、地域の活性化に寄与した。また、大分都市広域圏で
連携したイベントを大分市中心部で開催し、アーティストの活躍の場を創出した。（参加者総数430名 内
訳：佐賀関320人、大南30人※台風のため保育所に通う子どものみ、中心部80人）

今後の
方向性

（考え方）

本事業の柱である旧大志生木小学校のアトリエ活用については現在6組が活動中である。今後もアト
リエ利用の需要が見込めることから、他地域における学校跡地等を活用したアトリエ利用について、関
係課と連携を図りながら推進していく必要がある。

また、呼び込んだアーティストについても定住につながるよう、大分都市広域圏で連携したワークショッ
プの開催や作品発表の場の提供といった活動支援を行っていく必要がある。

移住ツアーについては、費用対効果を踏まえ、移住担当部署による相談会を活用するなど、実施手法
の見直しを検討する必要がある。
ワークショップ等のイベントについては、佐賀関、大南地区に加え、野津原地区へと展開していくこと

で、地域活性化の効果を広範囲に波及させていく必要がある。

ワークショップ等のイベント開催数ワークショップ等のイベント開催数ワークショップ等のイベント開催数ワークショップ等のイベント開催数 2 32 32 32 3 達成達成達成達成

内　部　評　価内　部　評　価内　部　評　価内　部　評　価

事業効果 Ａ ： 高い　   Ｂ ： やや高い　   Ｃ ： ふつう 　  Ｄ ： やや低い　   Ｅ：低い

2222 1111 未達成未達成未達成未達成





千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

① 件 件
本事業に基づく地元クリエイター等と企業本事業に基づく地元クリエイター等と企業本事業に基づく地元クリエイター等と企業本事業に基づく地元クリエイター等と企業
の連携による商品・サービスの事業化件数の連携による商品・サービスの事業化件数の連携による商品・サービスの事業化件数の連携による商品・サービスの事業化件数 2 22 22 22 2 達成達成達成達成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重 要 業 績 評 価 指 標    （ＫＰＩ = Kｅｙ Ｐerｆｏｒｍａｎｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔoｒ）

指　標　名 目標値（平成30年度） 実績値（平成30年度） 達成状況

事　業　費
平成30年度 予算額 平成30年度 決算額 令和元年度 予算額

7,500 7,280 7,5007,500 7,280 7,5007,500 7,280 7,5007,500 7,280 7,500

4,269 4,250

財
源
内
訳

　地方創生交付金 3,750 3,011 3,250

　県 支 出 金 0 0 0

　一 般 財 源 3,750

事業概要

《目的》《目的》《目的》《目的》
中小企業の持続可能な成長を遂げるためには、より付加価値の高い商品･サービスを開発するこ

とが求められることから、クリエイターや市内中小企業が出会う場を提供するとともに、市内クリエイ
ターの育成に向けた取組を通じて、クリエイティブ産業の育成を図る。

《活動内容》《活動内容》《活動内容》《活動内容》
（１）講演会

地元クリエイターや中小企業関係者、学生等を対象に、ビジネスにデザインを取り入れ成功した
経営者等による講演会や交流会を開催。
（２）パッケージデザインコンテスト

自社商品のパッケージリニューアル等を考える市内中小企業から課題となる商品を募集。市内に
在住、通勤、通学するデザイナー等から、その商品のパッケージデザイン案を募集し、優秀作品を
表彰するとともに商品化を目指すコンテストを開催。

③クリエイティブ産業育成事業③クリエイティブ産業育成事業③クリエイティブ産業育成事業③クリエイティブ産業育成事業

担当部局（所管課） 商工労働観光部（商工労政課） 事業開始年度 平成30年度

②

③

外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見

評価理由

講演会では、第1回は(株)中川政七商店代表取締役会長の中川政七氏、第2回は(株)日本デザインセ
ンター色部デザイン研究所所長の色部義昭氏にご講演いただき、計400名の方にご参加いただいた。多
くのクリエイター、企業関係者、学生等にとって貴重な学びの場、出会いの場を提供できた点では、一定
の成果があったものと考える。

パッケージデザインコンテストでは、課題となる商品を公募したところ、市内中小企業（9社）から9商品
の応募があった。この9商品のデザイン案の募集に、市内に在住、通勤、通学する方から127作品もの応
募があり、審査の結果、8作品を表彰した。そのうち2作品については、課題提供企業と受賞クリエイター
のマッチングにつなげ、実際の商品パッケージに採用されており、目標値を達成することができた。

今後の
方向性

（考え方）

講演会については、今後も貴重な学びの場や出会いの場になるとともに、より実践的なセミナーとなる
よう、地方都市での成功事例をもつ講師の招聘なども検討する必要がある。

コンテストの実施に当たっては、さらに事業効果を高めるため、市内に限定していたクリエイターの対
象範囲の見直しや商品化を見据えた企業と応募者との情報共有の機会の提供、公式ホームページの
有効活用といった実施方法の改善を図っていく必要がある。

こうした取組により、具体的な商品化事例や売上向上の成功事例を着実に生み出し、市内外へ発信
することで、クリエイティブ産業の裾野の拡大や地元クリエイターの育成、さらには中小企業の販路拡大
に繋げていく必要がある。

内　部　評　価内　部　評　価内　部　評　価内　部　評　価

事業効果 Ａ ： 高い　   Ｂ ： やや高い　   Ｃ ： ふつう 　  Ｄ ： やや低い　   Ｅ：低い





千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

① 人 人大分市の創業支援機関等に係る創業者数大分市の創業支援機関等に係る創業者数大分市の創業支援機関等に係る創業者数大分市の創業支援機関等に係る創業者数 200 175200 175200 175200 175 未達成未達成未達成未達成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重 要 業 績 評 価 指 標    （ＫＰＩ = Kｅｙ Ｐerｆｏｒｍａｎｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔoｒ）

指　標　名 目標値（平成30年度） 実績値（平成30年度） 達成状況

事　業　費
平成30年度 予算額 平成30年度 決算額 令和元年度 予算額

23,965 23,965 25,67723,965 23,965 25,67723,965 23,965 25,67723,965 23,965 25,677

12,870 14,582

財
源
内
訳

　地方創生交付金 11,095 11,095 11,095

　県 支 出 金 0 0 0

　一 般 財 源 12,870

事業概要

《目的》《目的》《目的》《目的》
これから創業しようと考えている人や中小企業者の新たな事業活動等を支援し、地域産業の活性

化及び中小企業者の技術力向上を目的とする。

《活動内容》《活動内容》《活動内容》《活動内容》
（1）創業や経営に関する相談・支援

創業者等に対してインキュベーションマネージャーや各種相談員が経営や財務に関する情報提
供、経営上の問題点の整理及び課題解決のための手法に関する提案等を行う。
（2）インキュベーションルームの設置

これから創業しようとする人が安価な賃料で入居でき、24時間365日使用可能な「創業支援ルー
ム」を13室設置。
（3）セミナーの開催

地域産業の活性化や中小企業の技術力向上を図るため、企業経営、職場改善や創業等につい
て講座を開催。

④大分市産業活性化プラザ事業④大分市産業活性化プラザ事業④大分市産業活性化プラザ事業④大分市産業活性化プラザ事業

担当部局（所管課） 商工労働観光部（創業経営支援課） 事業開始年度 平成18年度

②

③

外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見外　部　行　政　評　価　委　員　会　意　見

評価理由

指標としている創業支援機関等に係る創業者数については目標を達成できていない。しかし、インキュ
ベーションマネージャーをはじめとした専門家が行う相談業務は、前年度比10.2％増の延べ1,272人に利
用されるなど、本市における創業の促進や中小企業の経営改善等に寄与している。また、インキュベー
ションルームには、平成30年度、3者が新規入居し、3者が卒業した。これから創業しようとする人が安価
な賃料で24時間365日使用でき、各種相談員からの支援も受けられる本施設は、本市が新たなビジネス
への挑戦を支援する上で今後とも重要な拠点になると考える。さらに、創業や企業経営、職場改善な
ど、さまざまなテーマのビジネス講座を計61回開催するなど、貴重な学びの機会も創出している。

今後の
方向性

（考え方）

本施設は、本市の創業や中小企業支援の拠点となっている。今後とも、関係機関と連携を図りなが
ら、専門性の高い、きめ細かな相談・支援や受講者のニーズに即した多様なセミナーの実施等により、
女性・高齢者も含めた創業の裾野の拡大や地場中小企業の経営基盤の強化を図り、地域産業の活性
化につなげるなど、引き続き、本市における産業振興の中核施設としての役割を果たしていく必要があ
る。

内　部　評　価内　部　評　価内　部　評　価内　部　評　価

事業効果 Ａ ： 高い　   Ｂ ： やや高い　   Ｃ ： ふつう 　  Ｄ ： やや低い　   Ｅ：低い




